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アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和６年度
③学校と家庭の

課題
放課後等における多

様な体験活動

子供たちの社会性、自主性、創
造性等の豊かな人間性を育む
ためには、放課後や週末等の
安全・安心な居場所の確保や、
地域における様々な体験・交流
活動ができる環境づくりを行う
必要がある。

・放課後子供教室にかかわるスタッフに対する
研修会を実施
・地域学校協働活動推進員等の資質向上と
ネットワークづくりを目的とした研修会を実施
・統括コーディネーターと市町を訪問し、地域学
校協働本部や推進員の役割について説明

・地域学校協働活動推進員や学習支援
員、協働活動支援員、協働活動サポー
ター等の育成を行う。

地域において、体験活動の企画
や地域と学校との連絡調整等を
担う人材やボランティアを育成す
ることで、地域で多様な体験活動
ができる環境を創出する。

118 人 117

目標としていた人数には届かなかったが、推
進員は地域に定着してきており、地域と学校

の調整役となり様々な地域学校協働活動を実
施することができている。県内では人材不足や
地域人材の高齢化が課題となっている。地域
学校協働活動や推進員について、もっと県民

に周知し理解を深める必要がある。

令和７年度
③学校と家庭の

課題
02 放課後等におけ
る多様な体験活動

子供たちの社会性、自主性、創
造性等の豊かな人間性を育む
ためには、放課後や週末等の
安全・安心な居場所の確保や、
地域における様々な体験・交流
活動ができる環境づくりを行う
必要がある。

・放課後子供教室にかかわるスタッフに対する
研修会を実施
・地域学校協働活動推進員等の資質向上と
ネットワークづくりを目的とした研修会を実施
・統括コーディネーターと市町を訪問し、地域学
校協働本部や推進員の役割について説明する
とともに、事例を収集し、他市町へ共有する。

・学習支援や、スポーツ、文化・芸術等の
体験活動の充実を図る。
・地域学校協働活動推進員や学習支援
員、協働活動支援員、協働活動サポー
ター等の育成を行う。

地域において、体験活動の企画
や地域と学校との連絡調整等を
担う人材やボランティアを育成す
ることで、地域で多様な体験活動
ができる環境を創出する。

117 人

●本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定

現
状
の
数
値


